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類、葦灘評辞

翼・　i．　H　Y．　RAi＿／＿嫌
一六月の宵室・一一一一

　gもししたんぽぽ「が生存のために岡回する必要なく，そしてその獲育に際

しては，周回の環境のうちに獲生する種々の抵抗を克服する必要がないとす

れば，そのたんぽぽは十代のうちには緻密な毛艶をもつて全地球を蔽ふであ

らうY．

　慈愛の乙女デ！メiテ1ルがおつ魂清げて飛び立つその足元からどうやら

唯物論の諸費列卓が獲臆する・

　しさりとは御存知のない三太殿だつた・

　乙女の美しい裸身をコツと彫って御座る．

　とり残された三太殿には，それがそれ永久に萎まぬ藝術の華とか・

　なま温いお湯の様な：雫穏の中にデ1メ1テルが再現される．

　或朝隣家の辮護．トで相揚にもチヨイチヨイ手を出す外科三殿のすkめで，

よせばイイのに都會へもち出したところ一＿．．＿．．いきなり鯛焼屋が叩き砕し

てしまふんだもの．

　その上喰ってかNつた三太殿は皆に手どり足どり鑑の中．

　それでも比較解剖學者と香具師が中には入って，．＿＿＿．何う話がすNん

だのか，或毛皮を着た未亡人にかはれて行った三太殿である．「


